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9さらば、渡辺恒利先生！
奥 井 智 之
渡辺恒利先生が温かみのある、気取らないお人柄であることは、先生
と接しただれもが知っている。しかし先生の持ち味は、都会的で、さっぱ
りしたご気性にあるとわたしは見ている。それは先生が、いわゆる浜っ
子（横浜出身）であることに関係しているかもしれない。それともそれは、
先生が物理学者であることと関係しているのであろうか。
先生は横浜の平沼高校、早稲田大学理工学部を経て、東京教育大学大学
院に進学された。このいまはなき大学（前身が東京高等師範学校や東京文理
科大学、後身が筑波大学）の名を知る者は、もう旧世代に属するであろう。
そこはかつて、ノーベル物理学賞受賞者朝永振一郎博士を擁した物理学研
究の一大拠点であった。
そこを修了後先生が本学に着任されたのは、1970 年のことである。そ
れからもう、40 年以上が経っている。この間先生は、物理学を中心とす
る自然科学系の講義を担当されてきた。しかも物理学とは縁もゆかりもな
い、社会科学系の学生を相手にして。
物理学は昔風に言えば、紙と鉛筆の学問である。しかし自然科学である
以上は、実験的な設備があることが望ましいのであろう。そういう設備を
いっさい欠いた本学での研究と教育には、さぞご苦労があったものと推察
する。
物理学の門外漢のわたしが先生のご研究について駄弁を弄することは、
さすがに差し控える。ただ時折うかがった（先生のご専門である素粒子論か
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らする）宇宙の起源に関するお話が、大変興味深かったことだけを書き置
く。
学内行政面では先生は、これもいまはなき教養部の最後の教養部長であ
る。もし先生が教養部長でなかったら、教養部教員の学部分属はもっと手
間取っていたのではないかと思う。
先生は多趣味で、映画と音楽とくに西洋古典音楽にご造詣が深い。先生
と元教養部のお二人の先生（数学のＵ先生とフランス語のＧ先生）がご自宅
で、持ち回りの音楽鑑賞会を開いておられた（おそらくハイファイの音響機
器で、レコードや CDを楽しんでおられたのだと思う）という話をうかがっ
たことがある。その話はなぜか、わたしをホッとさせた。何となくそこに、
大学の古き良き時代を感じ取ったからである。
ご退職後の先生の暮らしがどういうものになるのか、わたしは何もうか
がっていない。それがご研究とご趣味に彩られた、楽しく、和やかなもの
であることを祈らずにはいられない。
Farewellandadieutoyou,SpanishLadies,
Farewellandadieutoyou,ladiesofSpain;
Forwe’vereceivedordersfortosailforoldEngland,
Butwehopeinashorttimetoseeyouagain.
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